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「
十周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
参
加
者

千
人
突
破
と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
底
辺
を
広
げ
る
た
め
低
年

齢
層
ま
で
参
加
を
呼
び
か
け
P
R
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
昨
年
よ
り
百
一
一

十
人
多
い
千
二
十
人
に
な
り
ま
し
た
。
 

念
願
の
人
数
に
な
っ
た
の
で
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
申
請
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

ま
た
、
実
行
委
員
で
昨
年
の
八
月

か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
決
め
四
カ
月
か
け

て
作
っ
た
初
心
者
用
ビ
デ
オ
も
好
評

で
、
こ
の
次
は
高
段
者
用
の
ビ
デ
オ

も
作
成
し
た
い
で
す
ね
。
将
来
は
、
 

も
つ
と
も
つ
と
参
加
人
数
を
増
や
し

会
場
を
満
杯
に
し
た
い
も
の
で
す
」
 

で 1月18日、第10回ゴニンカンるンプ世界選手権大会が市民体育館でイiわれ

県内各地から詰め掛けたL020人の腕自慢たちが熱戦を繰り広げました。 

記念大会となった今回は、未経験者のための指導教室が設けられ、小学3 

年から80歳のお年寄りまで85人が、初心者用のビデオを見ながらルールを学び、 

その後、仲間同士で実践に移りました。 

最初は、戸惑いながらもカードを出していましたが、時間がたつにつれ慣

てきて、読みとかけ引きをしながらゲームを楽しんでいました。 

み加（斯・舶削駐・’ 

‘計 

世
界
で
も
珍
し

い
津
軽
塗
り

の
ト
ラ
ン
プ
 

集計は、18人体制でコンピューターへ入力します。 

メンバーは、市内の金融機関と東北電力にお願いしま

した。 

た
だ
今
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
申
請
中
 

参
加
者
過
去
最
高
千

二
十
人
に
 

第 

三
上
秀

昭
実
行
委

員
長

に
聞
き
ま
し

た
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最年少の三上陽介くん（柏小3年 

読
み
と
か
け
引
き
の
戦
い
は

続
く
・
・
・
 

相
手
の
表
情
を
見
な
が
ら
 

―緒に選手宣誓をした写真左からジュディーさん、息子サン

ティアゴ君、友達の阿部真理恵さん、娘のクリスタルさんと

ダ二工ラさん、市のALTのサウルさん（右端） 

松
島
団
地
保
育
園
児
へ
週
二
回
英

語
を
教
え
に
き
て
い
る
ジ
ュ
デ
ィ

ー
‘
 

オ
ル
テ
ス
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
テ
キ

サ
ス
州
出
身
で
現
在
青
森
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。
 

「
園
長先
生
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
子
ど

も
た
ち
と

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

ト
ラ
ン
プ
ゲ

ー
ム
を
み
ん
な
で
や
る

こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ブ
リ
ッ
ジ
は
や
っ
た
こ
と
が

あ
る
け
ど
ゴ
ニ
ン
カ
ン
は
初
め
て
。
 

で
も
す
ご
く
楽
し
い
。
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ー
」
 
とす
っ
か
り
ゴ
ニ
ン

カ
ン
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

（
敬称
略
）
 

団
体
の
部
 

1
位
 
株
櫛
引
工
業
所
（
五所
川
原
市
）
 

2
位
 
湯
け
む
り
会
B
 
（
田舎
館
村
）
 

3
位
 
マ
ル
セ
イ
 
（
五
所
川
原
市
）
 

個
人

の
部
 

1
位
 
鳴
海
  
留
雄
 

（
弘前
市
）
 

2
位
 
福
井
  
省
吾
 

（
鯵
ケ沢
町
）
 

3
位
 
小
野
 
享
 

（
五所
川
原
市
）
 

女
性
の

部
 

1
位
 
松
橋
 
明
美
 
（
五
所川
原
市
）
 

2
位
 
三
橋
由
紀
子
 
（
五所
川
原
市
）
 

3
位
 
境
谷
富
美
子
 
（
五所
川
原
市
）
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マ
ツ
タ

ケ
名

人

ま
つ
 
たけ
 

そ
の
名
も
松
野
武

雄
さ
ん
 

全
国
の
「
森
の
名
手
・名
人
」
認
定
 

 

夢
と
決
意
をと
と
ろ
に
 

大
入
と
して
歩
み
闘
す
 

 

一
月
十
二
日
、
市
で
は
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
成
人
式
を
行
い
、
新

成
人
四
百
二
十
三
人
が大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
成
田
市
長
が
、
 「不
擁
不
屈
の
五
所
川
原
魂
で
あ
ら
ゆ

る
困
難
を
克
服
し
て
き
た
先
人
に
学
び
、
と
も
に
豊
か
な
ま
ち
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成

人
を
代
表
し
て
消
防
士
e
三
戸
智
裕
さ
ん
、
 

介
護
施
設
勤
務
e
三
和
加
菜
さ
ん
が

「
は
 

た
ち
の
主
張
」
を
発
表
し
、
厳
粛
な
雰
囲
 

気
の
中
、
会
場
の
新
成
人
は
大
人
と
し
て
 

の
新
た
な
門
出
に
決
意
を
新
た
に
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

飯
詰
在
住
の
松
野
武
雄
さ
ん
が
、
国

土
緑
化
推
進
機
構
か
ら

「
森
の名
手

・

名
人
百
人
」
に
選
ば
れ
、
 一
月
十
四
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
成
田
市
長
に
喜
び
の
報

告
を
し
ま
し
た
。
 

森
に
関
わ
る
生
業
な
どを
営
む
方
で

優
れ
た
技
術
や
模
範
に
なる
人
を
全
国

か
ら
毎
年
百
人
選
定
し
、松
野
さ
ん
は
、
 

「
森
の
恵み
部
門
」
の
ま
つ
た
け
研
究
 

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

松
野
さ
ん
は
、
成
育
状
況
が
微
妙
な
 

マ
ツ
タ
ケ
の
発生
環
境
を
長
年
に
わた

り
研
究
し
た
結
果
、
独
自
の
繁
殖
方
法

を
見
出
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
技
術
を
県
な
ど
に
伝
授
し
、
 

県
内
で
は
、
 『
マ
ツ
タ
ケ
名
人
』
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
 

マ
ツ
タ
ケ
に関
わ
り
始
め
た
い
き
さ

つ
を
 「
三
十五
年
前
、
マ
ツ

タ
ケ
山
で
雨
が
降
っ
た
後
、
 

斜
面
を
流
れ
る
雨
水
の
色
が

白
い
の
を
見
て
、
マ
ツ
タ
ケ

菌
が
流
れ
て
い
る
も
の
と
確

信
し
、
栽
培
方
法
が
ひ
ら
め

き
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
年
々
マ
ツ
タ
ケ
の
収

穫
量
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を

気
に
か
け

「
山
を
守り
環
境

整
備
を
行
わ
な
い
と
自
然
が

壊
れ
て
し
ま
う
。
今
後
は
、
 

私
が
今
ま
で
培
っ
た
技
術
な

ど
を
後
輩
に
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
 

頃
は
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
コ
ン
）
の
登
場
で
家
庭

ゲ
ー
ム
機
時
代
が
幕
明
け
。
日
本
海
中
部
地
震
や
グ
リ
コ

・
森
永
事

件
が
発
生
。
N
H
Kの
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
し
ん
」
が
全
国
的
人

気
に
。
音
楽
で
は
「
矢切
り
の
渡
し
」
や
「
さ
ざ
ん
か
の
宿
」
が
大
 

ヒ
ッ
ト
、
映
画
は
 「
戦場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
が
公
開
。
 

本
市
で
は
、
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
（
新
町）
、歴
史
民

俗
資
料
館
（
湊）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
（
鎌
谷
町）
が開
館
 

し
ま
し
た
。
 



紙
芝
居

●水
飴
に
大
は
し
ゃ
ぎ
 

冬
休
み
子
供
の
集
い
 

図
書
館
 

月
九
日
、
図
書
館
の

「
冬
休み
子
供
の
集
い
」
 
に子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
ら
約
七
十
人
が
参
加
し
、
紙
芝
居
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
図
書
館
職
員
三
名
に
よ
る
大
型
紙
芝
居
二
作
品
を
楽
しん

だ
後
、
棒
つ
き
飴
「
目玉
ぬ
き
」
を
手
に
、
五
十
七
年
間
紙
芝
居
を
続
ける
木

造
町
の
奈
良
冨
三
郎
さ
んの
昔
懐
か
し
い
紙
芝居
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
した
。
 

終
わ
っ
た
後
に
も
、
子
ど
も
た
ち
は
奈
良
さ
ん
か
ら
水
飴
を
も
ら
い
白

く
な
る
ま
で
割
り
箸
の
先
で
一
生
懸
命こ
ね
、
 「す
ご
ー
い
」
 
「
おも
し

ろ
い
」
な
ど
新
鮮
な
体
験
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

健
康
で
長
生
き
 

立
候
武
多
を
P
R
 

五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ協
議
会
 

一
月
十
」
百
、
五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ
ー
ツ
 

協
議
会

（
山内
政
会
長
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

「
平成

1
5
年
青
森
県
優
良
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
 

の
受
賞
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
婦
人
の
体
力
維
持

・

増
進
の
た
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
振

興
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
 

山
内
会
長
は
、
 「
健康
で
長
生
き
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
、
近
年
は
立
侵
武
多
ハ
ネ
ト

踊
り
で
運
行
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
更
に
活
動
の
輪
を
広
げ
、
踊

り
を
披
露
す
る
機
会
も
増
や
し
、
立
依
武
多
を
 

P
Rし
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

\  

告げる太鼓が鳴り響く 	／ 

善
意
の

花
か
ご

5
と
つ
も騎
鍵

の
た
5
 

＠
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
ダ
イ
エ

ー
観
光
株
式
会
社
ス
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
五
所
川
原
店
 

H
五
万
七
千
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
小
田
川
き
さ
さ
ん

（
上
平
井
町一
一
）
H
三
万
円
。
 

口
風

m
I
1
 

【

一
 

こ
フ
コ
ゴD
目
火
火
コ
ー
ー
 

【
イ
ー
．
‘
I
C
木
・
・
三
一
ロ
【
L‘
』
 

!
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
「」利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

2
月
1
0日因
・
2
4日因
 

1
0
時

ー
1
5
時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

2
月
1
2日困
 
1
0
時
ー
1
2
時
 

●

2
月
2
6日困
 
1
3
時
ー
1
5
時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

O
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公

（
3
4)
2
l
o8
 囲
（
3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家

庭
や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
な
ど
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

2
月
1
3日岡
 
1
3
時

ー
1
4
時

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

2
月
1
7日因
 
1
3時5
1
4
時
 

現
況
届
の
提
出
を
 

忘
れ
ず
に
 

国
保
年金
課
 
内
線2
1
1
5
21
3
 

現
況
届
は
、
年
金
受
給
者
が
引
き

続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届
出
で

す
。
こ
の
提
出
を
忘
れ
る
と
、
支
払

い
が
一
時
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

現
況
届
は
毎
年

一
回
、
誕
生
月
の

初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
必
ず
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
現
況
届
が
届
か
な
か
っ
た

り
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
年
金
証
書
等

を
持
参
の
う
え
、
年
金
係
⑧
番
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

一
年
に
一
度
の
大
切
な
 

届
出
を
お
忘
れ
な
く
ー
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●

2
月
2
9日
同
 
8
時
3
0分

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
 

・

用
具
の
無
料
貸
し
出
し
あ
り
。
 

参
加
1
人
1
0
0
0
円
（2
4ホ
ー
ル
）
 

◇
表
彰
 
男
女
別
8
位
ま
で
。
ほ
か
副
 

賞
・
参
加
賞
あ
り
。
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
1
0日
因
 

「
子
ども
の
文
化
交
流

体
験
事
業
」
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
フ
ェ
ス
タ
 

/
 

  

 

絵
本
作
家
ェ
リ
ッ
ク
カ
ー
ル
の
手
法
 

『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
』
を
体
験
ー
 

◇
2
月
2
1日
出
 
1
0時

、
1
4時
 

中
央
公
民
館
 
無
料
 

小
学
生
以
上
／
定
員
5
0人

・
定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

人
形
劇
『

エ
リ
ッ

ク
カ
ー

ル
・

ス
ぺ

、
ン
ャル
 
は

ら
ぺ

こ
あ
お

む
し
他

3
作
品
』
（
カ
ナ
ダ
）
 

◇
3
月
2
1日
⑧
 
開
演
1
4時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル

参
加
費
（1
席
）
 
1
0
0
0
円
 

(2
月
6
日
よ
り
申
込
み
受
付
）
 

五
所

川
原
お
や

こ
劇
場
 

容
・

F
A
X
(3
4)2
1
7
o
 ×

 ×
 

視
力
障
害
者
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ

生
き
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
会
で

す
。
施
設
見
学
、
講
演
会
、
温
泉
で
忘

年
会
な
ど
、
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
対
象
 
西
北
五
地
区
に
お
住
ま
い
か
、
 

職
場
が
あ
り
、
視
力
に
障
害
が
あ
る

方
（
家
族
の
方
は

「
賛助
会
員
」
と

し
て
入
会
で
き
ま
す
）
。
 

◇
会
費
 
年
1
5
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~盛ii6年度一市二県民税東告相談目程裁  
“地区 月 日 曜 対 	象 	区 	域 時間 相 	談 	会 	場 TEL 

好 
2/ 4 水 高瀬・鶴ケ岡 

9時20分 

ー

1213
時 、
15 で 

コミコ一ニテイセンター三好 36- 20 14 

藻川コミュニテイ消防センターー 36 -3 120 2/5 木 藻川 

コミュ．ニテイセンター中川 36-2012 中
川
  

2/6 
2/9 

金
月
 

川山・種井 
沖飯詰・桜田・中泊 

コミュニテイセンター飯詰 37 -2 14 1 飯
詰
  

2/10 
2/12 

火
木
 

橋上 
橋下・下岩崎 

コミコ．ニテイセンター七和 29 -2 111 七
和
  

2/13 
2/16 

金
月
 

原子・俵元・羽野木沢
高野・持子沢・前田野目 

梅沢コミニ1,ニテイセンター 28 -2 111 梅
沢
  

2/17 
2/18 

火
水
 

梅田 
中泉 

コミュニテイセンター松島 34一2942 松
島
  

2/19 
2/20 
2 / 23 

木
金
月
 

吹畑・石岡（田園町含む）・漆川（十川町含む） 
一野坪・太刀打・米田 
水野尾・唐笠柳・金山 

で 

コミ コ一ニテイ センター栄 35-1926 栄
  

2/24 
2/25 
2/26 
2/27 

火
水
木
金
 

みどり町1丁目～6丁目 
みどり町 7丁目～ 8丁目・姥落 
稲実・七ッ館 
広田 

毘沙門・長富コミュニテイセンタ一 36-20 13 毘
沙
門
 
 

3/ 1 月 毘沙門 

長富コミュニテイ消防センター 36一2852 3/ 2 火 長富 

コミュニテイセンター長橋 29 -3 111 長
橋
  

3/ 3 
3/4 

水
木
 

福山・豊成・野里・戸沢 
浅井‘神山・松野木 

本
 

庁
  

3/ 5 金
  

田町・鎌谷町・鳥森・下り枝・八重菊 
一ッ谷・布屋町ー弥生町 

9時10分 
ー

12 
13時 

コミュニテイ防災センター 
（ 	鎌 	谷 	町 	） 

34-950 1 
3/ 8 月 松島町‘湊 

中央コミュニテイセンター 
（ 	上 	平 	井 	町 	） 

33-1532 
3/ 9 火

  

川端町・本町・東町・大町・旭町‘上平井町
小曲・田川 

3/10 水
  

岩木町・中平井町・寺町・柏原町・錦町 
幾島町・末広町・蘇鉄・芭蕉 

しきしまコミュニテイセンター 
（ 	敷 	島 	町 	） 

34 -4503 
3/11 木 敷島町・雛田・下平井町‘幾世森 ー

15

で 

で 3 / 12 金
  

新宮町・新宮岡田・新宮松元‘長橋橋元
若葉‘長橋広野（一番～十番） 

富士見コミュニテイセンター 
（ 	蓮 	沼 	） 

35 -0294 3/15 月
  

栄町・平和町・蓮沼・不魚住‘元町・新町
柳町・湊団地 

※平成 16年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所税務課及び各支所に備え付けしてあります。 
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平成16年度五所川原市競争入札 
参加資格審査申請書提幽要領 

1 受 付 期 間 平成16年2月2日～平成16年2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

2 受付場所及び 〒03718686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

問い合わせ先 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173135121 1 1（内線474) 

4 提 出 方 法 市内業者は持参してください。 

1 受 付 期 間 平成16年2月2日～平成16年2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

2 受付場所及び 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

問い合わせ先 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173-35-2111（内線474) 

4 提 出 方 法 市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を必 

ず同封してください。なお、 2月27日必着とします。 

5 申請書の有効年度 〇建設工事 

平成16-17年度（ただし、市内業者は、平成16年度のみ有効） 

〇測量・建設コンサルタント等 

平成16年度（市内業者及び市外業者の追加分、平成16年度のみ有効） 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む。） 

追加受付につき平成16年度のみ有効 

（平成15年度に申請書を提出された業者は、16年度の申請は必要ありません。） 

市では、平成16年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手

続きしてください。 

3 提 出 書 類 下記のとおり（各1部） 3 提 出 書 類 下記のとおり（各1部） 

建
 

設
 
エ
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用して下さい。 （青森県様式も可） 
フラットフアイル（M型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 
①経営事項審査結果通知書の写し1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日）から7 

有効期間が満了となる前に再度提出すること。） 
②建設業許可証明書 
③工事経歴書（直前2年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 
⑥登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（市内業者は直前1年分、市外業者は直前2年分） 

カ月以内に審査を受け、 

測
量

・
建
設
ヲ
ノ
サ
ル
タ
ン
ト
等
 

申請書は国土交通省の様式を使用してください。 
フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載してください。 
添付書類 

①測量等実績調書（直前2年分） 
②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 
④財務諸表類（市内業者は直前1年分、市外業者は直前2年分） 
⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 
⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出してください。 
⑩納税証明書※下記参照（直前1年分） 

注】建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前2年分）をもってOOO④に代える 
ことができます。 

物
品
等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認してください。（申請書のコピーは受付できません。） 
申請書交付場所 五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。ただし、郵送を希望する場合は、返信用封筒（角2）と1如円分 

の切丁が必要です。） 
申請書交付期間 平成15年12月16日～平成16年2月27日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

納
税
証

明
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者個人の市税（各税） 

〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 

※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添付すること。 
注】添付する国税の証明書は、数枚になるため個人の場合は（その 3の2) 、法人の場合は（その 3の 3）による未納の税額が 

ない1枚の証明でよろしいです。また、税務署に納税証明書を請求するときは、収入印紙（1部4叩円）を持参してください。 

文字は槽書で、はっきりと書いてください。 

申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意してください。 

添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は 3カ月以内に交付を受けたものに限る。） 

7 平成16年2月1日 	五所川原市役所 容35-2111 
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◇家族で映画を楽しむ会 2月 

力チカチに凍った雪野原で四郎とかん子が森に

向かって大声で叫ぶと、子ぎつね紺三郎が出てき

てニ人を幻灯会（映画会）に誘います。現実とファン

タジーの世界がおりなす宮津賢治アニメーション

作品『雪渡り』、『日本昔ばなし』から「花咲か爺さ

ん」「さるかに合戦」などをお楽しみください。 
2月28日（土） 10時～11時30分 （無料） 

子育ては地域のみんらの手乙4 

／ 五所川原市 
、、フアミリーサポートセンター 

活動紹介 No, 23 

青森県立図書館・県近代文学館 館長

青森県文化アドバイザ 

鈴木健二氏による 
おはなし教室 
◇2月25日（水） 

中央公民館 
・朗読とお話のしかた
講習会 15時～17時 
・おとなのための 

「お話と朗読の会」 
18時30分～20時 

※参加自由ですが、講習会は中学生以上で朗読に関心のある方。 

◇図書館の利用時間 
火～金曜日 9時30分～18時 
土・日曜日 9時30分～17時 

<2月の休館日〉 
毎週月曜日、11日（水）・ 19日（木） 

◇2月のおはなし会 テーマ「着るもの」 
2月21日（土）13時30分～14時30分 

左から依頼会員古川久恵さんと愛梨（あいり）ちゃん
提供会員奥山和子さん 

愛梨ちゃんの保育活動前の打ち合わせです。家族が仕

事や急用などで幼稚園のお迎えに間に合わないときは、 

和子さんにお願いすることになりました。 「安心して仕

事ができます」と話す久恵さん。大変な時は助けて！を

気軽に言える関係でありたい・・・今や子育ては地域に

とっての”かすがしrとなっているのかもしれません。 

随時会員募集 容35-8953 

《アンケートへの協力のお願い》 

青森県では、 「今日遠出をするので、道路の凍結情報

が知りたい！」 「八甲田ではどのくらい雪が降ってるん

だろう？」という皆様のご意見を取り入れたホームペー 

ジを作成したいと考え、道路課ホームページ上で道路情

報の提供に関するアンケートを実施しています。また、 「除

雪をもっと効率的にした方がいいのでは？」など除雪に

関するアンケートも行っていますので、皆様のご協力を

お願いいたします。 

道路課ホームページ ht tpゾノwww.pref.aomori .jp/douro/  
ト問い合わせ先 青森県県土整備部道路課 

維持補修グループ 合017-7蝕19657 

《小型除雪機貸与事業》 

青森県では地域住民と行政の連携の一環として、県管 

理道路の歩道等の除雪を実施する団体（町内会、PTA等） 

に小型除雪機を貸し出しています。 

平成15年度は56台を貸し出しました。 

平成16年度以降も台数を増やし実施する予定です。 

詳細については五所川原市役所土木課または、お近く 

の県土整備事務所の道路管理課にお問い合わせください。 

ト五所川原市役所土木課管理係 公35-2111 内線304 

五所川原県土整備事務所道路管理課 公34-2111 
× 

平成16年度 五所川原市合同除厄祈願祭 

参加者募集 
同級生の方などお誘い合わせのうえ、お気軽にご参 

)JU <静舗 1'cJ))B,7J\) 3IJaCi3譜驚勲（奪 
祭事14時～16時 祝宴16時～18時 	． 

7鳶マリュウ五所川原 
・男性 昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生まれの方 

・女性 昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生まれの方 

◇会費 男1生2,000円、女性10,000円 

（祈願だけの方は、男女とも6,000円） 

◇会費の納入方法 次の銀行へお振り込みください。 

・青森銀行五所川原支店 普通 1046879 

・みちのく銀行五所川原支店 普通 1546040 

・ロ座名義 五所川原市合同除厄祈願祭実行委員会

代表小林耕正 

※準備の都合がありますので2月5日（木）までに参加申

し込み及び会費振り込みをお願いします。 

参加希望者は下記へお問い合せください 

◇事務局 五所川原市役所内 

人事課・小林耕正 内線411 

国保年金課・長内義彦 内線212 

農政課・太田美亜 内線354 

介護福祉課・石田智恵 内線273 

' 
」シとン・’ 
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雄劃立優武多の剃参伏 

国囲国自 
01 	② 38.372m 
02 4月21日正午 

03 ③跳ね上げブ IJ ッジ（写真） 

Q4 ③鉄骨を火災時の熱から守るた

めの材料を吹き付けている 

Q5 ② 

応募総数131通のうち全問正解20名と4 
問正解15名に、そして3問正解78名の中

から抽選で35名、計70名に立候武多のT 
シャツ、カレンダー、赤～いりんごのワ

イン等から一品をお送りいたしました。 

なお、当選者の発表は発送をもってかえ

させていただきます。 
~~~ 
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2月の催物案内 
催 開 催 入 場 料 

平成15年分 
確定申告説明会 

010 : 
013 : 

00 
30 関 係 者 

平成15年度五所川原市 
スポーツ賞・文化奨励賞
表彰式 

10 : 00 関 係 者 

ピアノ発表会（フローラ教
室・野木保育園） 

14 : 00 無 料 

五所Il原幼稚園平成15年度発表会 13: 00 無 料 

看護研究発表会 13 : 30 関 係 者 

国
■
■
，

日
 
 
■
■
 

■
■
■

1
4
 

 

，

■
■
 

14 

日 

日 濯ョ 

13 金 

ホ 

I 

ル 

催 物 

第28回「新一年生おめで
とう西北五大会」 

宝くじ文化公演 
MR ，マリック新超魔術 
ライブツアー 

013 : 00 
015 】 00 

18 : 30 

整 理 券 

全席指定 
S席 3,000円 
A席 2,000円 

開 催 入 場 料 

29 

小 

ホ 

~ 

ル 

山建康福祉課力ュら,I -'案内ー一 
第3回『介護者のつどい」参加者募集 

自宅で介護している方を対象に、芳香療法といわれている「ア

ロマセラピー」を行ないます。心の癒し・ストレス解消につなが

る香りを体験してみましょう。 

2月26日（木）働く婦人の家・保健センター 

●健康相談 9時30分～10時30分 

●講演 10時30分～11時30分 「自分にあった香りをさがそう」 

講師・中村あづさ氏（英国IFPA(RQA）認定アロマセラピスト） 

●情報交換 13時～14時 「これからの介護者のつどい」 

◇参加費 無料 

◇申込締切 2月13日（金） ト内線236・238 
※参加にあたっての家族介護をサポートします！ご相談ください。 

『ブレイン（脳）チェック」コンピュータで痴呆予防 
簡単な生活習慣に関する質問に答えて脳の老化度を予測。脳の 

老化防止に今からできることがみつかります。参加無料。 

◇実施期間 2月2日（月）-'-10日（火） 

◇対象者 40歳から64歳まで（昭和14年 4 月 1 日～昭和39年 3月31 
日までに生まれた）の市民先着100名 

◇申込方法 電話で申し込み①か②で質問票に回答 ト内線236 
①質問票を郵送します（必要事項を記入し返信）。 

②健康福祉課にて、直接聞きとりします。 

※後日、個別に結果をお返しし、精神科医師による講演、相談会 

についてご案内します。 

2@(!4 ～国境の風 

4月12日（月）器驚0)分 
オルテンシア 大ホール 

入場料 S席 5,500円 A席 5,000円 
チケット販売所 

オルテンシア 

工ルムSc 	 容 33一6274 
イオン柏SC 	公 25-3450 
中三五所川原店 	容34一3131 
五所川原市内郵便局 公33一3205 

◇問い合わせ オルテンシア 合33- 2111 

※主催者の都合により、日程等が変更になる場合があります。 

9 平成16年 2 月 1 日 	五所川原市役所 公35-2111 



野難卸製まうg 
ー男性の料理教室より― 

五所川原市食生活改善推進員会 

（  成人の相談日 i  
一 健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相 
r 

健 康 相 談 ） 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

種 井 集 会 所 2 月 9 日（月） 1O:30---12:OO 
コミュニテイハウス原子 2月12日（木） 12:OO---13:OO 
前田野目公民館 2 月18日（水） 13:00-44:00 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

人の家・ 
健センター 2 月10日（火） 10:00-12:00 

※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

当日、混雑することも予想されますので、利用予定 

の方はできるだけ事前に電話予約してください。 

（みんなの健康教室” 
◆日 時…2 月27日（金） 13時～14時 

◆場 所・・・働く婦人の家・保健センタ- 3階ホール 

◆テーマ・・・「インプラント」 ってなあ～に？ 

―あなたは入れ歯に満足していますか？ー 

◆講 師・・・高満幸宜先生（高満歯科医院） 

◆主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

（ 献血のご案内 ） 
期 	日 時 	間 場 	所 

2月12日（木） 9: 30 -14:30 
成分献血 働く婦人の家・保健セノター 
ご希望の方は、 2月 6日（金）まで健康福
祉課へご連絡ください。 

2月13日（金） 
9:30-11:30 JR五所川原駅 

13:0O-16:00 五所川原警察署 

■材料（4人分） 
むきえび 	80 g 	大根 	 120 g 
生菱 	1 片 ねぎ 	20 g 
干し椎茸 	4個 椎茸のもどし汁 	力ップ2 
しょう油 	小さじV2 中華スープの素 	小さじ 1 
こま油 	小さじ 1 塩‘こしょう 	各少々 
片栗粉 	小さじ 1 
■作り方 

①大根を短冊切りに、干ししいたけをもどして千切りに、 
生菱を細い千切りに、ねぎを千切りにする。 

②鍋に干し椎茸のもどし汁を入れ、①の野菜を入れて煮る。 
③大根に火が通ったらむきえびを入れて、中華スープの素・ 
醤油で調味する。 

④塩・こしようで味を調え、水で溶いた片栗粉を加えてと 

マ竺つける。最後にこま油をたらし、火を止める。ノ 

救急医療当番医 
月 日 曜『 国療機関名 所 在 電話話 

2 月 1 日 日
  

江渡内科医院 n町川原市旭町 7 34-3000 
2 月8日 日 櫛引クリニック 五所』源市鎌谷町516-10 33-1 155 
2月11日 水 冨田胃腸科内科医院 五所I順市みどり眼 128 34-3211 
2月15日 日 田辺胃腸科外科医院 五所川原市旭町40-1 35-6355 
※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介客34-4999）で紹介します。 

大根
ねぎ 

SARSぐ新型肺剣が疑包れ昼場合の正駅授i鋤戴安 
広めt‘いtこめに 

今冬、SARSの流行が懸念されています。SARS、イ

ンフルエンザは初期症状が極めて似ていますが違う

病気です。 

SARSの疑いがあって不安な方は、医療機関にいき

なり受診すると他の患者さんや医療従事者に感染す

る恐れがあるため、医療機関を受診する前に必ず保

健所またはかかりつけの医師に電話で相談し、その

指示に従ってください。 
~戸 

☆ SARSが疑われる方 

10日以内にSARSの流行地域から帰国するか、ま 

たは10日以内にSARS患者の疾や体液に触れる等の 

接触があった方で、①38で以上の発熱、②せきま 

たは息切れ等の呼吸症状がある方です。現在、世 

界保健機関（ \VHO）で指定する流行地域はありません。 

インフルエンザの予防は予防接種が最も有効で 

すが、十分な栄養と休養をとり、帰宅時のうがい 

や手洗いの徹底に心がけましょう。市では65歳以 

Liの方の予防接種は平成15年12月で終了しました。 

ト相談窓口 五所川原保健所保健予防課 B35-2 108 
、 

五所川原市役所 合35-211l 	平成16年 2 月 1 日 10 
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